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1980年 薄板販売部自動車薄板課 ～ ビジネスは「信頼」
1984年 釜石製鉄所人事室人事掛長 ～ 経済合理性と従業員・地域の幸福の両立
1986年 総務部組織室掛長
1991年 総務部組織室長 〜 「会社とは何か」、「総務は会社の良心」
1997年 総務部総務・組織ＧＬ





















1995 2000 2005 2010 2015 出 典
18歳人口（万人） 177 151 137 122 120 文科省資料
大学等進学率（％） 37.6 45.1 47.3 54.3 54.5 「学校基本調査」文科省
生産年齢人口（万人） 8717 8622 8409 8103 7708 「人口推計」総務省統計局
65歳以上人口（万人） 1826 2201 2567 2925 3392 同上
社会保障給付費（兆円） 65.0 78.4 88.9 105.4 116.8 厚労省資料
国・地方長期債務残高（兆円） 410 646 758 862 1035 財務省資料
名目GDP(兆円） 505 511 505 481 501 「国民経済計算」内閣府
（世界における日本の割合(%)） （17.2） （14.1） （9.7） （8.4） （5.8）* 同上
1人当たり名目GDPの順位 3位 4位 16位 14位 20位* 同上（OECD内順位）
雇用者報酬（兆円） 270 269 254 244 257 「国民経済計算」内閣府
第３次産業就業者比率（％） 61.4 64.2 68.6 71.1 72.3 「労働力調査」総務省
非正規雇用の割合（％） 20.9 26.0 32.4 34.4 37.5 同上
対外直接投資残高（10億ドル） 259 278 388 830 1,259 JETRO資料
海外売上高比率（％） ー 28.6 35.1 46.0 58.3 同上






 IT（情報技術）の急速な発達 → 働き方やビジネスを大きく変えつつある













 2012年 6月 ： 「大学改革実行プラン」 〜 国立大学のミッションの再定義
 2012年 8月 ： 中央教育審議会答申 「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて
～ 生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ ～」
 2013年 5月 :  教育再生実行会議（第三次提言）「これからの大学教育の在り方について」
 2013年 6月 ： 「日本再興戦略 ～ JAPAN  is  BACK ～」（2013.6.14閣議決定） →2014.6.24「改訂2014」


























81997(H 9). 1.29 平成１２年以降の高等教育の将来構想について （大学審議会）
1997(H 9).12.18 高等教育の一層の改善について
1998(H10).10.26    ２１世紀の大学像と今後の改革方策について(個性が輝く大学）
2000(H12).11.22   グローバル化時代に求められる高等教育の在り方について
同 大学入試の改善について
2002(H14). 2.21    新しい時代における教養教育の在り方について （中央教育審議会）












アドミッ ショ ン ・ ポリシー


























































































































































































































































































































































































100 55 45 100
(100)
73
(83)
27
(17)
100 49 51
（注１） 「学生数」には，学部学生・大学院学生のほか，専攻科・別科の学生数及び科目等履修生・聴講生・研究生を含む。
（注２） 「教員数」は本務者。また、「教員数」欄のカッコ内数字は，教授の数及び男女構成を内数で示している。
（注３） 「事務系職員数」は本務者であり、職務別職員数のうち「事務系」のみを掲載。
女性教員・職員の活躍推進のために何をなすべきか
1. 研究者のみならず、事務系・技術系職員を含めて、女性の活躍を促進することが、大学と地
域の未来にとって不可欠であり、必ず望ましい結果につながることを、トップが強く信じるとと
もに、全構成員の間で理念として共有されること
1. 女性教員・職員が活躍できる職場を実現することは、働きやすさや仕事のやり甲斐など、男
性教員・職員にとっても望ましい結果をもたらすものであり、大学改革の根幹をなす重要な
課題一つとして取り組むべきものであること
1. 「当面の課題」と「中長期的な課題」、「自校単独で取り組む課題」と「地域で連携して取り組
む課題」と「国や社会に働きかけて取り組む課題」に分け、課題を構造化しつつ、戦略的・計
画的に取り組むこと
1. 「女性活躍推進法」の施行（2016年4月）は、これまでの取り組みをさらに加速させる好機で
あり、同法が求める「事業主行動計画」を積極的に活用し、具体的な施策を検討し、着実な
実行につなげること
26
当面の課題 中長期的な課題
自校単独で取り組む課題
地域で連携して取り組む課題
国や社会に働きかけて取り組む課
題
女性活躍を推進しつつ、より広範な枠組みであるダイバーシティへ
 「多様性の尊重」こそ、大学の教育研究の基盤
 多様性の尊重こそ、「イノベーション」の源泉
イノベーションとは新しい知」を生み出すこと。新しい知は、既存の知と既存の知の「新しい組み
合わせ」から生まれる。（入山章栄「革新の種は異分野にあり」2014年7月21日付日本経済新
聞朝刊 より）
 これからの社会と組織に特に求められるものは「リーダーシップ」
 真の「グローバル化」は多様性の尊重なしに実現し得ない
 「ダイバーシティ」を大学と地域の持続的発展につなげる構想力と実行力が不可欠
27
学生がLGBTサークルを結成する大学も増えつつある。早稲田大学では、LGBT学
生が困難や差別を受けることなく学生生活を送れる大学づくりを目指した「LGBT学
生センターをつくる」が学生コンペで総長賞を受賞している。また、国際基督教大学
は日英両言語の「LGBT学生生活ガイドin ICU」を作成し、トランスジェンダーやGID
（性同一性障がい）等性的マイノリティとされる学生の支援に取り組んでいる。
（吉武博通「『ダイバーシティーと大学』について考える」カレッジマネジメントNo.195,リクルート）
仕事との関係において大学教育が何を重視すべきか（概念図）
行動・協働
思考力
好奇心
興味・関心の幅を広げる
（第一の要素）
論理的思考、深く考える、考え抜く
（第二の要素）
行動・協働の土台づくりの体験
（第三の要素）
自立、主体性、熱意、
リーダーシップの基盤
※主に企業での活躍を想定したもの
だが、多くの仕事にもあてはまるも
のと考えられる
吉武博通「社会に支持される大学であるために」『カレッジマネジメント』No.194/2015.9-10より
大学におけるブランド構築の概念図
このような大学でありたい 〜 理念、思い
卓越した教育
・他にない特色ある教育
・どの大学よりも徹底する
卓越した研究
・（数は少なくても）世界水準の
成果を出す分野がある
誰に、何を、どう伝えるか（目利き、一つに絞る）
学生が驚き、感動 学会が驚き、感動社会が驚き、感動
繰り返す 繰り返す
吉武博通「大学におけるブランド構築の本質を考える」『カレッジマネジメント』No.189/2014.11-12より
（2014.9.12国立大学協会マネジメントセミナーにおける片平秀貴氏と河野透氏の講演内容に基づき作成）29
